
は
じ
め
に

第
二
次
大
戦
前
の
ハ
ワ
イ
に
お
い
て
、
日
本
人
が
独
占
し
て
い
た
職
業
の
一
つ

に
漁
業
が
あ
る
。
日
本
人
が
移
住
す
る
以
前
の
ハ
ワ
イ
に
お
い
て
は
、
ハ
ワ
イ
人

や
中
国
人
が
沿
岸
地
域
で
小
規
模
に
行
う
の
み
で
あ
っ
た
が
、
一
八
八
五
年
の
官

約
移
民
の
渡
航
以
来
、
日
本
人
が
増
加
す
る
に
つ
れ
て
魚
の
需
要
が
増
し
、
当
初

は
耕
地
労
働
者
か
ら
次
第
に
漁
業
に
転
ず
る
者
が
増
え
、
ハ
ワ
イ
諸
島
全
体
に
広

ま
っ
て
い
っ
た
。
筆
者
は
以
前
に
ハ
ワ
イ
日
系
人
が
従
事
し
た
主
な
職
業
の
う

ち
、
コ
ー
ヒ
ー
栽
培
、
漁
業
、
養
豚
業
な
ど
に
つ
い
て
、
そ
の
地
域
的
分
布
、
出

身
地
分
布
を
考
察
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
が

（

）
、
本
稿
で
は
中
心
地
で
あ
る
ホ
ノ
ル
ル

に
お
け
る
日
本
人
漁
業
の
発
展
の
様
相
を
戦
前
の
史
料
や
漁
業
関
係
者
の
記
録
な

ど
に
基
づ
い
て
、
よ
り
詳
細
に
明
ら
か
に
し
て
み
た
い
。

、
初
期
の
頃
の
日
本
人
漁
業

ハ
ワ
イ
に
お
け
る
日
本
人
漁
業
の
発
展
の
き
っ
か
け
を
な
し
た
人
物
に
次
の
よ

う
な
人
が
い
た
。

ま
ず
、
一
八
九
七
年
に
山
口
県
大
島
郡
出
身
で
あ
る
西
村
亀
太
郎
が
当
時
最
新

の
日
本
式
漁
法
を
採
用
し
、
近
海
漁
業
を
発
展
さ
せ
た
と
い
う
。
ま
た
、
一
八
九

九
年
に
は
和
歌
山
県
西
牟
婁
郡
田
並
村
出
身
の
中
筋
五
郎
吉
が
妻
子
を
伴
い
ハ
ワ

イ
に
渡
航
、
そ
の
際
に
新
造
の
鰹
船
と
漁
具
一
式
を
汽
船
に
運
び
、
鰹
漁
で
新
し

い
方
式
を
実
施
し
て
ハ
ワ
イ
の
漁
業
に
一
大
革
命
を
も
た
ら
し
た
。
こ
の
方
法
に

よ
り
、
大
量
漁
獲
が
可
能
と
な
っ
て
鰹
一
尾
が
二
ド
ル
か
ら
五

二
五
セ
ン
ト

ま
で
下
落
し
、
大
衆
は
恵
ま
れ
た
が
ハ
ワ
イ
人
の
漁
師
は
自
分
の
生
活
を
脅
か
す

者
と
し
て
中
筋
の
暗
殺
を
企
て
た
こ
と
さ
え
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る

（

）
。

こ
う
し
て
日
本
人
漁
師
は
徐
々
に
増
え
て
い
き
、
一
九

三
年
頃
ホ
ノ
ル
ル
に

ホ
ノ
ル
ル
に
お
け
る
戦
前
の
日
本
人
漁
業

飯

田

耕
二
郎



お
い
て
す
で
に
一

名
ほ
ど
い
た
と
い
う
（

）
。

さ
ら
に
中
筋
は
、
漁
具
・
漁
法
に
種
々
の
改
良
を
加
え
、
い
わ
ゆ
る「
ハ
ワ
イ

型
漁
船
」を
考
案
し
た
り
、
一
九

九
年
に
は
発
動
機
を
漁
船
に
取
り
付
け
て
漁

域
を
広
め
、
遠
洋
漁
業
に
も
進
出
し
た
（

）
。
ま
た
、
山
口
県
人
の
柏
原
清
作
は
一
九

二

年
代
に
ガ
ソ
リ
ン
に
代
わ
る
重
油
エ
ン
ジ
ン
を
装
置
し
て
運
転
費
用
を
削
減

し
、
漁
域
の
拡
張
や
大
型
漁
船
の
建
造
を
実
現
し
た

（

）
。

、
漁
業
会
社
設
立
の
頃

ハ
ワ
イ
に
お
け
る
漁
穫
は
、
こ
の
よ
う
に
し
て
日
本
人
の
独
占
的
な
状
況
と

な
っ
た
が
、
実
際
に
利
益
を
博
し
て
い
た
の
は
中
国
人
で
あ
り
、
と
く
に
ホ
ノ
ル

ル
の
魚
市
場
は
中
国
人
の
経
営
で
、
日
本
人
の
漁
獲
す
る
魚
類
を
買
取
り
、
そ
れ

を
自
分
達
が
経
営
す
る
市
場
で
販
売
す
る
と
い
う
状
態
が
長
い
間
続
い
て
い
た
。

つ
ま
り
漁
業
の
実
権
は
中
国
人
に
よ
っ
て
握
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
一
九

八
年
二
月
、
中
国
で
起
こ
っ
た
辰
丸
事
件
の
影
響
で
、
中
国

人
間
に
お
け
る
日
本
品
の
ボ
イ
コ
ッ
ト
運
動
が
ハ
ワ
イ
に
も
波
及
し
、
一
時
日
本

人
漁
師
の
漁
獲
し
た
魚
類
を
買
わ
な
か
っ
た
の
で
、
日
本
人
漁
師
が
困
難
に
陥
っ

た
。
こ
の
よ
う
な
実
情
を
み
て
、
ハ
ワ
イ
漁
業
の
実
権
を
中
国
人
か
ら
日
本
人
の

手
に
引
渡
す
べ
く
立
ち
上
が
っ
た
の
が
、

布
哇
新
報

の
芝
染
太
郎
、

日
布
時

事

の
相
賀
安
太
郎
な
ど
ホ
ノ
ル
ル
日
本
語
新
聞
の
幹
部
、
そ
し
て
旅
館
業
の
山

城
松
太
郎
、
医
者
の
三
田
村
敏
行
な
ど
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
演
説
会
な
ど
日
本
人

漁
師
へ
の
啓
蒙
運
動
を
行
い
、
日
本
人
自
身
に
よ
る
漁
業
会
社
を
建
設
す
る
こ
と

の
急
務
な
る
こ
と
を
熱
心
に
説
い
て
ま
わ
っ
た

（

）
。
そ
し
て
つ
い
に
、
日
本
人
経
営

と
な
る
三
つ
の
漁
業
会
社
が
一
九

八
年

一
九
一
四
年
の
間
に
設
立
さ
れ
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
日
本
人
漁
師
は
漁
業
会
社
に
漁
獲
物
を
持
っ
て
き
て
競
売
に
付

し
、
漁
業
会
社
も
利
益
が
あ
が
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
会
社
に
つ
い
て
以
下
に
ま
と
め
て
お
く
。

布
哇
漁
業
株
式
会
社

一
九

八
年
創
立
の
ハ
ワ
イ
で
最
初
の
漁
業
会
社
で
、
前
出
の
芝
染
太
郎
、
相

賀
安
太
郎
、
三
田
村
敏
行
や
日
本
人
漁
業
者
に
よ
り
創
立
さ
れ
た
。
資
本
金
五
万

ド
ル
、
こ
れ
を
五
千
株
に
分
け
（
一
株
一

ド
ル
）
二
五
万
ド
ル
ま
で
増
資
し
得

る
組
織
と
な
っ
て
い
た
。
当
時
の
株
主
中
に
は
、
ア
メ
リ
カ
・
中
国
人
な
ど
も
多

数
お
り
、
い
わ
ゆ
る
内
外
人
経
営
の
会
社
で
、
社
長
は
和
歌
山
県
出
身
の
三
田
村

敏
行
で
あ
っ
た
。
二
代
目
社
長
ア
ッ
キ
ン
ソ
ン
。
一
九
二
一
年
当
時
は
三
代
目
社

長
ク
ッ
ク
、
支
配
人
は
山
口
県
熊
毛
郡
上
ノ
関
村
出
身
の
上
田
新
吉
で
、
三
七

名
の
漁
師
を
使
役
し
、
所
属
の
ギ
ャ
ス
リ
ン
船
は
五

隻
、
そ
の
船
長
の
出
身
県

の
内
訳
は
山
口
三
六
名
、
広
島
六
名
、
和
歌
山
五
名
、
静
岡
・
熊
本
・
沖
縄
各
一

名
で
、
山
口
県
出
身
が
圧
倒
的
に
多
い
。
場
所
は
ア
ア
ラ
市
場
で
あ
る

（

）
（
図

参

照
）。
し
か
し
そ
の
後
経
営
困
難
に
陥
っ
た
た
め
、
一
九
二
一
年
に
白
人
所
有
の

権
利
を
買
収
し
、
日
本
人
専
有
の

布
哇
水
産
会
社

と
改
称
し
た
。
こ
の
際
に

貢
献
し
た
の
が
支
配
人
の
上
田
新
吉
で
あ
っ
た

（

）
。



太
平
洋
漁
業
会
社

一
九
一

年
に
営
業
に
開
始
し
た
。
最
初
の
資
本
金
一
万
ド
ル
で
、
日
本
人
の

経
営
に
よ
る
株
式
会
社
と
あ
る
が
、
一
九
一
五
年
当
時
の
社
長
は
前
出
の
広
島
市

仁
保
島
出
身
の
山
城
松
太
郎
で
、
副
社
長
の
ほ
か
幹
部
に
中
国
人
の
名
が
み
ら
れ

る
。
一
九
二
一
年
当
時
は
漁
師
三
百
数
十
名
を
使
用
し
、
所
属
ギ
ャ
ス
リ
ン
船
は

四
八
隻
、
そ
の
船
長
の
出
身
県
は
、
山
口
三

名
、
広
島
九
名
、
和
歌
山
七
名
、

千
葉
一
名
、
不
明
一
で
、
や
は
り
山
口
出
身
が
多
い
が
、
比
較
的
広
島
出
身
者
も

目
立
つ
。
場
所
は
ケ
カ
ウ
リ
ケ
街
（
ク
イ
ー
ン
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
図

参
照
）
で
あ

る
（

）
。

ホ
ノ
ル
ル
漁
業
会
社

一
九
一
四
年
に
資
本
金
五

ド
ル
で
中
藤
長
左
衛
門
に
よ
り
組
織
さ
れ
、

業
務
の
発
達
と
共
に
資
本
金
の
増
資
を
図
る
仕
組
み
で
あ
っ
た
。
一
九
一
五
年
当

時
社
長
は
ウ
イ
ル
ソ
ン
で
、
使
用
人
一

人
、
ギ
ャ
ス
リ
ン
船
一
六
隻
。
一
九

二
一
年
当
時
で
は
所
属
ギ
ャ
ス
リ
ン
船
九
隻
、
そ
の
船
長
の
出
身
県
は
和
歌
山
六

名
、
山
口
三
名
で
、
和
歌
山
出
身
者
が
中
心
と
い
え
る

（

）
。
場
所
は
キ
ン
グ
街
オ
ア

フ
市
場
（
図

参
照
）
の
下
側
に
事
務
所
お
よ
び
競
売
所
を
設
け
、
中
山
市
太
郎

を
支
配
人
兼
競
売
主
任
と
し
て
発
足
し
た
（

）
。
中
山
は
、
和
歌
山
県
海
草
郡
木
本
村

（
現
在
の
和
歌
山
市
北
西
部
）
の
出
身
で
、
一
八
九
九
年
に
渡
布
（
ハ
ワ
イ
に
渡

航
）。
ハ
ワ
イ
島
の
耕
地
で
一
年
間
就
労
の
後
、
マ
ウ
イ
島
ラ
ハ
イ
ナ
に
移
り
魚

商
と
な
り
、
さ
ら
に
ホ
ノ
ル
ル
に
移
っ
て
一
九

二
年
に
キ
ン
グ
街
の
魚
市
場
で

競
売
人
と
し
て
現
れ
る
が
、
彼
が
ハ
ワ
イ
に
お
け
る
そ
の
元
祖
と
さ
れ
て
い
る
。

一
九

六
年
に
は
鰹
漁
船
を
所
有
し
、
太
平
洋
漁
業
会
社
の
設
立
に
も
参
画
し
、

副
社
長
に
も
な
っ
た
。
ま
た
、
ク
イ
ン
街
に
日
米
雑
貨
店
を
経
営
し
、
蒲
鉾
製
造

会
社
の
社
長
で
も
あ
っ
た
（

）
。

ホ
ノ
ル
ル
漁
業
会
社
が
設
立
さ
れ
る
直
前
の
一
九
一
三
年
の
魚
市
場
の
様
子
に

つ
い
て
は
、
農
商
務
省
技
師
田
子
勝
弥
（
和
歌
山
県
人
）
に
よ
る
、
以
下
の
よ
う

な
記
述
が
み
ら
れ
る
。

同
地
の
魚
市
場
は
ホ
ノ
ル
ル
市
の
最
も
繁
華
な
地
に
あ
っ
て
両
角
の
最
も

好
い
処
は
支
那
マ
マ

人
占
有
し
、
邦
人
経
営
に
よ
る
ハ
ワ
イ
漁
業
会
社
と
太
平
洋

漁
業
会
社
と
は
其
次
に
あ
る
。
鮮
魚
の
販
売
所
は
日
本
の
牛
肉
店
の
様
に
台

の
上
に
陳
列
し
、
買
人
に
は
バ
セ
フ（
芭
蕉

筆
者
注
）の
葉
の
様
な
草
の
葉

に
包
ん
で
渡
し
て
居
る
（

）
。

ま
た
、
当
時
の
日
本
人
に
よ
る
漁
業
お
よ
び
そ
の
販
売
の
様
子
に
つ
い
て
、
同

年
の
ホ
ノ
ル
ル
日
本
語
新
聞
の
記
事
か
ら
拾
っ
て
み
よ
う
。

漁
夫
及
仲
買
人

太
平
洋
漁
業
会
社
、
布
哇
漁
業
会
社
の
二
あ
り
。
前
者
に
属
す
る
ギ
ャ
ス

リ
ン
ボ
ー
ト
は
大
小
合
わ
せ
て
十
六
隻
、
伝
馬
船
数
隻
、
後
者
は
ギ
ャ
ス
リ

ン
ボ
ー
ト
十
八
隻
、
伝
馬
船
約
五
十
隻
居
れ
り
。
漁
夫
は
両
会
社
を
合
せ
約

百
七
八
十
名
と
す
。
然
し
て
彼
等
の
所
得
は
他
の
職
業
に
比
し
多
額
に
て
、

ホノルルにおける戦前の日本人漁業



利
益
配
分
も
甚
だ
複
雑
し
居
れ
り
。
先
づ
四
五
十
馬
力
の
ギ
ャ
ス
リ
ン
ボ
ー

ト
一
隻
（
一
ヶ
月
に
三
航
海
と
し
）
一
航
海
平
均
五
百
弗
の
獲
物
を
得
、
乗

組
員
は
伝
馬
船
を
除
く
外
二
三
名
よ
り
八
九
名
と
す
。
一
航
海
に
先
づ
八
十

本
の
ア
イ
ス
（
一
本
三
百
斤
に
て
価
六
十
仙
也
）
是
が
五
十
二
弗
、
ギ
ャ
ス

リ
ン
四
丁
（
一
丁
十
二
弗
七
十
五
仙
）
五
一
弗
、
八
名
の
食
料
三
十
弗
、
餌

代
其
他
に
て
都
合
百
五
十
弗
は
要
す
べ
し
。
利
益
配
当
は
揚
り
高
の
一
割
を

会
社
に
納
め
、
三
分
を
株
主
に
別
け
、
是
れ
は
船
の
修
繕
賃
等
に
費
す
用
意

也
。
頭
割
に
大
抵
一
ヶ
月
六
十
弗
の
所
得
あ
る
べ
し
。
尚
ほ
伝
馬
船
の
分
は

一
隻
に
一
人
の
乗
組
に
て
、
揚
り
高
は
一
定
せ
ず
。
仲
買
人
は
布
哇
漁
業
会

社
に
廿
名
、
太
平
洋
漁
業
会
社
に
五
名
、
前
者
は
場
所
が
よ
き
た
め
魚
棚
の

借
賃
廿
五
弗
、
後
者
は
八
弗
よ
り
十
一
弗
迄
。
彼
等
は
漁
夫
よ
り
魚
を
糴
買

な
し
売
捌
く
も
の
に
て
、
普
通
揚
り
高
七
十
弗
よ
り
百
弗
位
ま
で
に
て
、
其

の
内
よ
り
凡
て
の
エ
キ
ス
ペ
ン
ス
を
支
払
は
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
因
に
布
哇
漁

業
会
社
の
手
を
経
て
毎
月
売
捌
く
魚
類
は
実
に
一
万
弗
以
上
な
り
と
云
ふ

（

）
。

（
句
読
点
は
筆
者
）

漁
獲
物
の
利
益
配
分
に
つ
い
て
は
一
定
の
ル
ー
ル
が
あ
っ
た
よ
う
で
、
一
九
三

七
年
の
領
事
報
告
に
も
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

一
般
の
漁
獲
物
は
、
漁
船
よ
り
市
場
内
に
あ
る
各
漁
業
会
社
に
交
付
し
、

会
社
は
こ
れ
を
市
場
で
競
売
し
、
売
上
高
の
一
割
を
天
引
き
し
、
さ
ら
に
各

漁
船
の
燃
料
、
餌
料
、
氷
代
、
運
搬
費
な
ど
会
社
よ
り
支
出
す
る
諸
経
費
を

控
除
し
て
、
残
金
を
船
夫
に
交
付
す
る
。
漁
船
の
持
ち
主
は
、
こ
れ
よ
り
三

割（
鰹
船
は
三
割
五
分
）を
控
除
し
、
残
金
を
乗
組
漁
師
全
員
に
利
益
配
当
と

し
て
等
分
す
る
と
い
う

（

）
（
原
文
カ
タ
カ
ナ
交
り
文
）。

な
お
一
九
二
八
年
当
時
、
漁
業
会
社
と
し
て
は
ハ
ワ
イ
島
ヒ
ロ
に
も
布
哇
島
漁

業
株
式
会
社
と
水
産
株
式
会
社
が
あ
り
、
そ
の
他
の
漁
業
関
係
の
団
体
と
し
て
、

ホ
ノ
ル
ル
水
産
救
護
会
（
会
長
・
貴
田
鶴
松
）、
ホ
ノ
ル
ル
水
産
慈
善
会
（
会

長
・
鍵
本
治
助
）、
太
平
洋
漁
業
組
合
（
理
事
長
・
中
筋
五
郎
吉
）
が
あ
っ
た

（

）
。

こ
の
う
ち
、
ホ
ノ
ル
ル
水
産
慈
善
会
は
、
一
九
一
一
年
創
立
で
ホ
ノ
ル
ル
市
カ

カ
ア
コ
地
区
に
在
住
す
る
日
本
人
漁
業
者
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
た
団
体
で
、
会
員

の
遭
難
、
疾
病
等
を
救
護
し
、
併
せ
て
相
互
の
親
睦
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

も
の
で
あ
る

（

）
。
会
長
の
鍵
本
治
助
は
山
口
県
大
島
郡
出
身
で
一
八
九
九
年
に
渡

布
、
耕
地
労
働
の
後
ホ
ノ
ル
ル
に
移
住
し
、
発
動
機
船
を
購
入
し
て
遠
洋
漁
業
に

従
事
、
布
哇
漁
業
会
社
お
よ
び
布
哇
水
産
会
社
に
関
係
し
て
い
た

（

）
。

鰹
や
鮪
な
ど
の
各
種
漁
業

鰹
漁
業
に
つ
い
て
は
、
先
に
紹
介
し
た
田
子
勝
弥
に
よ
る「
ハ
ワ
イ
同
胞
の
漁

業
現
況
」（
一
九
一
三
年
）
の
報
告
で
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

ハ
ワ
イ
の
鰹
漁
業
は
、
ホ
ノ
ル
ル
の
在
る
オ
ア
フ
島
か
ら
馬
哇
島
附
近
の

近
海
を
漁
場
と
し
て
居
る
の
で
其
漁
夫
は
総
て
我
紀
州
人
よ
り
成
る
。
鰹
釣



の
方
法
な
ど
も
紀
州
地
方
と
同
じ
で
あ
る
。
漁
船
は
ギ
ャ
ソ
リ
ン
船
で
釣
具

に
は
角
を
用
ひ
、
土
人
も
邦
人
と
同
じ
様
な
方
法
で
鰹
釣
を
行
っ
て
、
而
し

て
鰹
を
釣
る
に
は
沖
合
に
出
で
て
海
鳥
の
群
集
し
て
居
る
を
見
て
魚
群
を
知

り
、
生
き
た
鰮
を
投
げ
て
之
を
集
め
釣
を
垂
れ
る
。
所
に
拠
っ
て
は
礁
に
鰹

の
付
き
居
る
を
釣
る
所
も
あ
る
、
そ
れ
に
鰹
は
終
年
島
の
周
囲
に
居
る
の
で

あ
れ
ば
鰹
漁
業
は
年
中
絶
え
る
こ
と
が
な
い
、
而
し
て
鰹
に
三
種
あ
り
て
一

種
は
内
地
の
マ
カ
ツ
ヲ
の
如
く
に
、
一
種
は
ソ
ウ
ダ
カ
ツ
ヲ
の
如
く
一
種
は

鰹
の
形
で
体
の
側
に
斑
点
が
あ
る
と
稱
へ
る
も
実
見
し
な
か
っ
た
か
ら
何
種

類
か
瞭
か
で
な
い
。
鰹
釣
の
餌
料
鰮
は
各
島
の
内
湾
か
ら
近
海
で
漁
獲
す

る
、
其
れ
は
暗
夜
に
火
光
を
利
用
し
て
鰮
を
群
集
さ
せ
網
を
用
ひ
て
捕
ら
へ

る
が
、
近
年
は
餌
取
船
も
大
に
改
良
さ
れ
て
ギ
ャ
ソ
リ
ン
ボ
ー
ト
や
餌
取
船

に
は
大
抵
電
燈
を
備
へ
て
居
り
殊
に
餌
取
船
な
ど
は
集
魚
燈
を
用
意
し
一
個

を
水
中
に
沈
め
一
個
は
舷
外
に
出
し
て
魚
を
集
め
る
。
然
し
同
地
で
は
餌
料

鰮
を
貯
蔵
す
る
こ
と
を
知
ら
な
い
か
ら
鰹
漁
業
は
全
く
餌
料
の
為
め
に
支
配

さ
れ
て
居
る
（
以
下
略
）

（

）

こ
の
よ
う
に
鰹
漁
が
和
歌
山
県
出
身
者
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
鰮
を
ま
い
て
一

本
釣
り
を
し
て
い
た
こ
と
が
知
れ
る
。
ま
た
、
飼
料
鰮
の
畜
養
方
法
に
つ
い
て
の

意
見
を
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
鮪
漁
業
な
ど
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
よ
う
に
記
し

て
い
る
。同

地
の
鮪
漁
業
は
、
専
門
に
漁
す
る
こ
と
な
く
鰹
漁
船
で
手
釣
に
す
る
位

で
あ
り
、
ウ
ル
ワ
（
ロ
ウ
ニ
ン
ア
ジ
）
及
カ
ハ
ラ
（
鰤
の
一
種
）
漁
業
は
最

も
盛
ん
で
オ
ア
フ
、
マ
ウ
イ
、
モ
ロ
カ
イ
島
な
ど
の
三
浬
（
海
里
）
以
内
に

は
居
ら
ず
、
遠
洋
に
多
く
出
漁
五
百
浬
か
ら
の
沖
に
出
て
鳥
島
付
近
に
も
至

り
餌
料
鰹
の
生
肉
で
手
釣
で
あ
る
が
其
魚
は
実
見
出
来
な
か
っ
た
。（
以
下

略
）

（

）

当
時
、
鮪
漁
業
は
そ
れ
ほ
ど
重
要
な
漁
業
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

ま
た
、
一
九
二
七
年
九
月
か
ら
一
二
月
ま
で
の
ホ
ノ
ル
ル
に
お
け
る
太
平
洋
漁

業
会
社
、
布
哇
水
産
会
社
、
ホ
ノ
ル
ル
漁
業
会
社
の
取
り
扱
っ
た
主
な
魚
類
は
表

の
よ
う
で
あ
っ
た
。
や
は
り
鰹
と
鮪
の
漁
獲
が
圧
倒
的
に
多
く
、
こ
の
二
種
が

ハ
ワ
イ
の
漁
業
を
支
え
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

漁
業
関
連
の
職
業

水
産
関
係
の
製
造
業
と
し
て
、
ホ
ノ
ル
ル
に
お
い
て
は
鰹
節
製
造
、
蒲
鉾
製

造
、
ツ
ナ
缶
詰
な
ど
が
発
達
し
た
。

鰹
節
製
造

ハ
ワ
イ
で
の
元
祖
は
和
歌
山
県
出
身
の
山
本
荒
太
郎
で
あ
っ
た
。
ハ
ワ
イ
に
は

紀
州
出
身
の
鰹
漁
師
が
多
い
と
い
う
の
を
聞
き
、
そ
れ
で
は
鰹
節
製
造
も
面
白
か

ろ
う
と
渡
布
し
た
の
が
一
九

六
年
で
、
試
験
的
に
行
っ
た
結
果
が
良
好
だ
っ
た

と
い
う
（

）
。
彼
は

布
哇
日
本
人
名
鑑

（
一
九
二
七
年
）
に
よ
る
と
、
明
治
六

（
一
八
七
三
）
年
生
ま
れ
、
原
籍
地
は
和
歌
山
県
西
牟
婁
郡
田
並
村
で
中
筋
五
郎

ホノルルにおける戦前の日本人漁業



吉
と
同
じ
で
あ
る
。
住
所
は
、
ホ
ノ
ル
ル
市
ケ
カ
ウ
リ
ケ
街
で
魚
市
場
の
近
く
で

あ
る
。

明
治
三
五
（
一
九

二
）
年
一

月
農
商
務
省
水
産
講
習
所
別
科
を
卒

業
す
る
や
布
哇
の
海
産
裕
か
な
る
を
聞
き
明
治
三
九
（
一
九

六
）
年

月
を

も
っ
て
来
布
し
た
。
布
哇
近
海
に
鰹
群
多
き
を
知
り
専
門
的
に
研
究
せ
る
鰹
節
製

造
を
思
立
ち
ホ
ノ
ル
ル
に
工
場
を
設
け
た
。
風
土
気
候
の
相
違
に
基
き
当
初
は
予

期
の
結
果
を
得
座
り
し
も
経
験
・
試
練
を
重
ね
遂
に
故
国
産
に
劣
ら
ざ
る
良
質
の

鰹
節
を
製
出
す
る

に
至
り
日
本
製
品

を
圧
倒
し
て
、
布

哇
全
島
、
米
大
陸

に
販
路
を
有
す
る

盛
況
を
呈
し
た
。

斯
く
て
数
名
の
同

業
者
を
生
じ
鰹
節

製
造
業
が
主
要
な

る
水
産
業
の
一
と

し
て
重
視
せ
ら
れ

る
や
う
に
な
っ
た

の
は
全
く
氏
の
努

力
の
賜
物
で
あ

る

と
記
し
て
い

る
（

）
。

鰹
節
は
い
う
ま
で
も
な
く
ハ
ワ
イ
に
お
い
て
は
日
本
人
の
独
占
業
で
あ
り
、
気

候
な
ど
の
関
係
で
、
最
初
は
製
造
に
困
難
を
伴
っ
た
が
、
次
第
に
日
本
製
に
劣
ら

ぬ
製
品
を
算
出
す
る
に
至
っ
た
。
ま
た
砂
糖
、
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
と
と
も
に
ハ
ワ
イ

か
ら
日
本
へ
の
土
産
物
に
も
な
っ
て
い
た
。
一
九
二
八
年
当
時
四
軒
の
製
造
所
が

あ
り
、
年
産
約
二

万
封
度（
ポ
ン
ド
）、
価
格
約
五
万
ド
ル
で
あ
っ
た
（

）
。

缶

詰

ハ
ワ
イ
に
お
い
て
鰹
が
獲
れ
過
ぎ
て
こ
の
処
置
に
困
り
魚
価
も
低
落
し
、
こ
れ

を
救
済
す
る
た
め
に
ハ
ワ
イ
に
鰹
缶
詰
会
社
が
設
立
さ
れ
た
と
い
う
。
し
か
し
製

造
所
が
で
き
る
と
、
逆
に
充
分
に
鰹
が
獲
れ
ず
、
一
九
二
二
年
、
ホ
ノ
ル
ル
に
日

米
人
の
共
同
事
業
で
ハ
ワ
イ
・
ツ
ナ
・
パ
ッ
カ
ー
ズ
会
社
が
設
立
さ
れ
た
が
、
そ

れ
ま
で
三
つ
の
会
社
が
営
業
困
難
で
廃
業
し
て
い
る

（

）
。
一
九
二

年
に
は
、
ハ
ワ

イ
・
ツ
ナ
・
パ
ッ
キ
ン
グ
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
、
鰹
の
漁
獲
高
を
上
げ
る
た

め
に
日
本
人
鰹
漁
夫
三
五
名
を
特
別
技
能
者
と
し
て
会
社
が
雇
傭
す
る
こ
と
の
許

可
を
米
国
労
働
省
な
ど
か
ら
得
て
、
こ
の
会
社
と
関
係
の
深
い
太
平
洋
漁
業
会
社

の
支
配
人
で
あ
る
山
城
松
太
郎
の
長
男
で
あ
る
山
城
松
一
を
日
本
に
派
遣
し
た
。

そ
し
て
、
和
歌
山
県
西
牟
婁
郡
田
並
村
一
七
名
、
同
郡
下
芳
養
村
八
名
、
同
郡
湊

村
五
名
、
同
郡
田
辺
町
三
名
、
同
郡
有
田
村
一
名
、
合
計
三
四
名
が
呼
寄
せ
の
形

で
旅
券
が
下
付
さ
れ
た
と
い
う
記
録
も
み
ら
れ
る

（

）
。

産
出
額
は
、
一
九
二
七
年
で
二
万
箱
、
一
九
二
八
年
は
一
万
二

箱
で
、

漁
獲
の
多
寡
に
よ
り
増
減
が
あ
る
。
製
品
は
ア
メ
リ
カ
本
土
に
も
大
量
に
輸
出
し

て
い
る
。
ツ
ナ
缶
詰
は
油
で
煮
、
塩
で
淡
く
味
付
け
す
る

（

）
。
ま
た
、
原
料
と
な
る

表 ホノルルの漁業会社が取り扱った主な魚類

魚 類
重 量

（ポンド）

価 格

（ドル）

ポンド当り価格

（セント）

アク（鰹）

アヒ（鮪）

アウ（旗魚）

オペル

アクレ（鯵）

ウク

オイオ

マヒマヒ（シイラ）

ウルア

マレット（イナ）

日布時事社編輯局 日布時事布哇年鑑 （日布時事社、 年） 頁

にもとづき筆者作成。 ポンド 。



魚
類
と
そ
の
重
量
は
一
九
三
五
年
度
で
ア
ク
（
鰹
）
二

万
一
二
九
ト
ン
、
ア
ヒ

（
鮪
）
八
五

ト
ン
、
黄
鰭
鰹
一

ト
ン
で
あ
っ
た
。
ハ
ワ
イ
島
ヒ
ロ
に

も
ヒ
ロ
缶
詰
会
社
が
あ
る
（

）
。

蒲
鉾
製
造

ハ
ワ
イ
に
お
い
て
蒲
鉾
製
造
は
重
要
な
水
産
副
業
の
一
つ
で
あ
り
、
一
九

五

年
頃
よ
り
始
ま
っ
た
。
一
九
二
九
年
当
時
ホ
ノ
ル
ル
に
四
軒
の
製
造
所
が
あ
り
、

年
間
の
産
額
は
十
二
、
三
万
ド
ル
以
上
と
見
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
他
、
ヒ
ロ
を
は

じ
め
各
地
に
製
造
所
が
あ
り
、
総
計
二

万
ド
ル
以
上
に
達
す
る
。
製
造
所
も
需

要
者
も
日
本
人
で
あ
る
。
原
料
は
オ
パ
カ
パ
カ
（
ヒ
メ
ダ
イ
）、
オ
イ
オ
、
カ
ジ

キ
ト
ー
シ
（
旗
魚
）、
鱶
な
ど
で
あ
る
（

）
。
一
九
四

年
の
住
所
録
に
お
い
て
は
五

軒
で
、
そ
の
う
ち

大
谷
生
魚
店
並
び
か
ま
ぼ
こ

は
ア
ア
ラ
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
に

あ
っ
た
（

）
。
経
営
者
の
大
谷
松
治
郎
は
、
山
口
県
大
島
郡
東
和
町
沖
家
室
出
身
で
一

九

八
年
に
渡
布
。
マ
ウ
イ
島
ラ
ハ
イ
ナ
で
卸
売
り
商
店
に
勤
め
た
後
、
ホ
ノ
ル

ル
に
出
て
布
哇
漁
業
株
式
会
社
が
創
立
さ
れ
た
の
を
契
機
に
一
九
一
一
年
に
キ
ン

グ
魚
市
場
が
開
店
し
、
最
初
の
店
子
と
し
て
大
谷
魚
店
の
名
称
で
生
魚
店
を
開
業

し
た
。
一
九
一
三
年
に
は
鮮
魚
行
商
も
始
め
、
一
九
一
八
年
ア
ア
ラ
魚
市
場
に
移

転
、
一
九
二

年
に
は
合
資
会
社
大
谷
商
会
を
創
業
し
日
本
食
料
品
の
販
売
業
を

経
営
し
な
が
ら
、
一
九
二
九
年
に
ア
ア
ラ
市
場
内
の
一
部
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
建
て

の
蒲
鉾
製
造
部
を
発
足
し
た
。
広
島
出
身
の
三
島
工
場
長
を
招
聘
し
、
一
一
人
の

製
造
部
員
で
お
こ
な
っ
た
の
で
あ
る

（

）
。

一
九
三

年
代
以
降
の
状
況

造
船
業
は
主
と
し
て
漁
船
を
建
造
し
て
い
る
。
一
九
四

年
度
の
住
所
録
で

は
、
五
つ
の
造
船
所
の
名
前
が
記
さ
れ
て
お
り
、
う
ち
三
つ
が
ケ
ワ
ロ
湾
に
面
し

た
ア
ラ
モ
ア
ナ
・
ロ
ー
ド
に
位
置
し
て
い
る
（

）
。
そ
の
一
つ
の
谷
村
造
船
所
の
経
営

者
で
あ
る
谷
村
丈
一
は
、
大
谷
と
同
じ
山
口
県
大
島
郡
沖
家
室
島
出
身
で
一
九
一

二
年
渡
布
し
、
一
九
三

年
に
造
船
所
を
創
設
、
ホ
ノ
ル
ル
に
お
け
る
最
大
の
造

船
所
で
就
労
者
八
名
と
あ
る

（

）
。
ま
た
、
船
井
造
船
所
の
創
業
者
で
あ
る
船
井
清
一

は
、
和
歌
山
県
西
牟
婁
郡
江
住
村
出
身
。
代
々
船
大
工
で
一
九
一
七
年
に
ハ
ワ
イ

に
渡
航
し
、
修
理
の
仕
事
の
後
、
一
九
一
九
年
に
造
船
所
を
カ
カ
ア
コ
に
設
立
し

た
（
図

参
照
）。
彼
は
日
本
式
鰹
船
を
は
じ
め
多
数
の
船
を
作
っ
た
。
と
く
に

日
本
式
漁
船
（
サ
ン
パ
ン
）
は
日
本
人
漁
師
に
と
っ
て
頼
り
に
な
る
存
在
だ
っ
た

と
い
う

（

）
。

漁
具
店
は
一
九
四

年
度
の
住
所
録
で
は
八
軒
の
店
が
あ
る
（

）
。
そ
の
う
ち

軒

は
同
じ
戎
崎
漁
具
店
で
本
支
店
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
出
身
県
を

日
布
時
事
布
哇
年
鑑

（
一
九
四
一
年
）
で
調
べ
る
と
、
戎
崎
を
含
め
山
口
二

名
、
広
島
二
名
、
和
歌
山
・
鳥
取
、
熊
本
各
一
名
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
空
中
光
太

郎
の
履
歴
を
み
て
み
る
と
、
広
島
県
佐
伯
郡
高
田
村
出
身
で
、
一
八
九
七
年
ハ
ワ

イ
に
渡
航
、
ハ
ワ
イ
島
ホ
ノ
カ
ア
耕
地
、
カ
ウ
ア
イ
島
カ
パ
ア
耕
地
に
数
年
間
就

労
の
後
、
ホ
ノ
ル
ル
に
出
て
日
米
食
料
雑
貨
店
を
開
業
す
る
。
そ
の
傍
ら
日
本
人

最
初
の
鋳
鉄
工
場
を
企
て
、
あ
る
い
は
キ
ン
グ
街
の
魚
市
場
付
近
に
支
店
を
設
け

て
漁
具
一
切
の
販
売
を
す
る
と
あ
る

（

）
。
ま
た
、
山
口
県
玖
珂
郡
出
身
の
嘉
屋
嘉
一

は
氷
店
を
営
業
し
、
夫
人
が
漁
具
店
を
兼
営
し
、
そ
の
釣
竿
は
各
地
の
太
公
望
に

ホノルルにおける戦前の日本人漁業



図 日本人漁業関係の地図（ 年頃）

太平洋学会誌 第 号（ 年 月） 頁の地図を筆者改変。
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愛
用
せ
ら
る
、
と
あ
る
（

）
。

さ
ら
に
喜
多
鶴
松
は
和
歌
山
県
西
牟
婁
郡
周
参
見
町
出
身
で
、
一
九

六
年
ハ

ワ
イ
に
渡
航
し
鰹
船
の
船
頭
を
し
て
い
た
が
、
歳
を
と
っ
た
の
で
一
九
二
五
年
に

陸
に
上
が
り
、
食
料
雑
貨
店
で
あ
る
喜
多
商
店
を
始
め
た
。
主
に
漁
船
や
漁
船
員

の
用
品
お
よ
び
漁
船
に
積
み
込
む
食
料
品
を
扱
っ
た
。
場
所
は
最
初
、
ホ
ノ
ル
ル

港
や
ア
ア
ラ
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
近
い
ベ
レ
タ
ニ
ア
通
り
に
あ
っ
た
。
し
か
し
、
漁

船
の
繋
留
場
所
の
移
転
と
と
も
に
、
喜
多
商
店
も
ケ
ワ
ロ
湾
に
近
い
カ
カ
ア
コ
の

ウ
ォ
ー
ド
街
に
引
っ
越
す
こ
と
に
な
る
。

漁
船
は
従
来
か
ら
、
ホ
ノ
ル
ル
港
の
一
六
桟
橋
に
繋
留
し
て
い
た
。
ア
ア
ラ
・

マ
ー
ケ
ッ
ト
も
そ
こ
か
ら
近
い
場
所
に
立
地
し
て
い
た
。
し
か
し
、
次
第
に
桟
橋

が
古
く
な
っ
た
な
ど
の
理
由
で
、
一
九
三
三
年
頃
ケ
ワ
ロ
湾
に
移
動
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
当
時
、
ケ
ワ
ロ
湾
は
浅
瀬
で
あ
っ
た
が
徐
々
に
浚
渫
工
事
を
行
い
、
戦

前
ま
で
に
は
、
港
と
し
て
の
形
を
整
え
て
い
っ
た
（
図

）。
漁
業
会
社
は
、
ア

ア
ラ
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
中
に
あ
っ
た
の
で
、
ケ
ワ
ロ
湾
で
水
揚
げ
さ
れ
た
魚
は
、

ト
ラ
ッ
ク
で
ア
ラ
モ
ア
ナ
通
り
を
通
っ
て
、
ア
ア
ラ
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
オ
キ
シ
ン

場
（
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
・
ル
ー
ム
・
競
市
）
ま
で
運
ん
だ

（

）
。

以
上
の
よ
う
に
二

世
紀
に
入
っ
て
大
い
に
発
展
し
て
き
た
日
本
人
漁
業
も
一

九
四

年
頃
か
ら
日
米
関
係
が
険
悪
と
な
り
、
ア
メ
リ
カ
政
府
は
ハ
ワ
イ
の
日
系

人
の
所
有
す
る
漁
船
を
調
査
し
、
違
法
な
漁
船
所
有
者
を
取
り
締
ま
り
、
罰
金
を

科
し
た
。
市
民
権
の
あ
る
者
は
い
か
な
る
船
も
所
有
で
き
る
が
、
市
民
権
の
な
い

者
は
わ
ず
か
二

フ
ィ
ー
ト
の
船
し
か
使
え
な
く
な
り
、
大
型
の
鰹
船
は
軍
用
船

と
し
て
徴
発
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
こ
う
し
て
大
型
漁
船
を
主
体
と
し
て
日
本
人
が

開
発
し
た
ハ
ワ
イ
の
漁
業
も
太
平
洋
戦
争
の
直
前
に
大
き
な
打
撃
を
受
け
、
開
戦

と
と
も
に
壊
滅
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る

（

）
。

む
す
び
に
か
え
て

こ
れ
ま
で
み
て
き
た
よ
う
に
、
和
歌
山
と
山
口
出
身
者
の
名
前
が
た
び
た
び
登

場
し
、
こ
の
二
県
出
身
者
が
ホ
ノ
ル
ル
日
本
人
漁
業
の
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し

て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
一
九
三
七
年
の
領
事
報
告
に
も

一
般
漁
業
に
従
事
す

る
者
の
七
割
は
山
口
県
出
身
者
に
し
て
鰹
漁
に
従
事
す
る
も
の
の
八
、
九
割
は
和

歌
山
県
人
な
り
と
言
ふ
其
の
他
の
各
県
人
は
九
州
各
県
、
静
岡
、
福
島
等
の
県
人

な
る
も
其
の
数
多
か
ら
す
（
原
文
カ
タ
カ
ナ
交
り
文
）

（

）

と
あ
り
、
喜
多
鶴
松
の

長
男
で
あ
る
喜
多
勝
吉
も

一
九
三

年
代
後
半
頃
の
ホ
ノ
ル
ル
の
カ
ツ
オ
船

は
、
ほ
と
ん
ど
和
歌
山
県
人
の
所
有
で
、
あ
と
は
山
口
県
人
と
広
島
県
人
が
一
隻

ず
つ
持
っ
て
い
る
だ
け
だ
っ
た

（

）

そ
し
て

鰹
船
、
鮪
船
以
外
の
小
さ
な
船
で
の

一
本
釣
り
は
、
瀬
戸
内
海
の
山
口
、
広
島
の
船
が
多
か
っ
た
（

）

と
語
っ
て
い
る
。

確
か
に
鰹
船
を
導
入
し
大
型
船
へ
と
発
展
さ
せ
て
い
っ
た
和
歌
山
県
人
は
ハ
ワ
イ

の
鰹
漁
で
は
独
壇
場
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
全
体
の
船
主
な
ど
の

数
で
は
、
山
口
県
出
身
者
が
多
数
を
占
め
て
い
た
の
は
確
か
で
あ
る
。
こ
れ
に
関

し
て
、
一
九
四

年
度
の
魚
商
お
よ
び
生
魚
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
経
営
者
（

）
の
う
ち
、
出

身
県
の
分
か
る
人
物
を
調
べ
て
み
る
と
、
山
口
一
八
名
、
広
島
一

名
、
熊
本
・

沖
縄
各
六
名
、
福
岡
三
名
、
山
梨
・
和
歌
山
各
二
名
、
新
潟
・
高
知
各
一
名
で
、

や
は
り
こ
の
分
野
で
も
、
山
口
が
最
多
で
広
島
も
多
く
、
沖
縄
の
進
出
が
注
目
さ



れ
よ
う
。

筆
者
は
以
前
に
、
一
九
一

年
お
よ
び
一
九
二
九
年
の
時
点
で
ホ
ノ
ル
ル
の
漁

業
関
係
者
の
う
ち
和
歌
山
県
人
と
山
口
県
人
が
住
み
分
け
を
し
て
い
る
傾
向
を
指

摘
し
た
が
（

）
、
さ
き
の
喜
多
商
店
の
例
で
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
鰹
漁
を
主
と
す
る
和

歌
山
県
人
は
や
は
り
ホ
ノ
ル
ル
港
や
ア
ア
ラ
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
便
利
な
ダ
ウ
ン
タ

ウ
ン
地
区
に
住
む
傾
向
が
あ
り
、
山
口
県
人
と
く
に
大
島
郡
沖
家
室
を
中
心
と
す

る
人
達
は
そ
れ
よ
り
少
し
離
れ
た
カ
カ
ア
コ
地
区
に
当
初
か
ら
住
み
つ
き

（

）
、
次
第

に
そ
の
数
が
増
え
て
い
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

和
歌
山
県
（
と
く
に
西
牟
婁
郡
）
出
身
お
よ
び
山
口
県
（
と
く
に
大
島
郡
）
出

身
者
に
関
す
る
出
身
地
域
や
居
住
地
域
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
稿
を
改
め
て
検

証
し
た
い
。

ホノルルにおける戦前の日本人漁業

注（

）
拙
著

ハ
ワ
イ
日
系
人
の
歴
史
地
理

（
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版
、
二

三
年
）。

（

）
和
歌
山
県
編

和
歌
山
県
移
民
史

（
一
九
五
七
年
）
五
一
五
頁
。

（

）
木
村
芳
五
郎
・
井
上
胤
文

最
新
正
確
布
哇
渡
航
案
内

（
博
文
館
、
一
九

四

年
）一
一
七
頁
。

（

）
前
掲
注
（

）
五
一
五
頁
。

（

）
ハ
ワ
イ
日
本
人
移
民
史
刊
行
委
員
会
編

ハ
ワ
イ
日
本
人
移
民
史

（
布
哇
日
系

人
連
合
協
会
、
一
九
六
四
年
）
二

八
頁
。

（

）
相
賀
渓
芳

五
十
年
間
の
ハ
ワ
イ
回
顧

（
同
刊
行
会
、
一
九
五
三
年
）
三
六
七

頁
。

（

）
日
布
時
事
編
輯
局

布
哇
同
胞
発
展
回
顧
誌

（
日
布
時
事
社
、
一
九
二
一
年
）

五
九

六

頁
お
よ
び
五
七
頁
の
広
告
。

（

）

曽
川
政
男

布
哇
日
本
人
名
鑑

（
同
刊
行
会
、
一
九
二
七
年
）一
九
八
頁
。

松
田
元
介
編

御
大
典
記
念
防
長
人
士
発
展
鑑

（
山
都
房
、
一
九
三
二
年
）
二

七
頁
。

（

）

前
掲
注
（

）
五
九

六

頁
お
よ
び
三

六
頁
の
広
告
。

森
田
榮

布

哇
日
本
人
発
展
史

（
眞
榮
館
、
一
九
一
五
年
）
二
七
七

二
七
八
頁
。

（

）
前
掲
注
（

）
五
九

六

頁
。
お
よ
び
前
掲
注
（

）

の
二
七
六
頁
。

（

）
大
谷
松
治
郎

日
系
漁
業
会
社
の
変
遷
を
語
る

（

布
哇
タ
イ
ム
ス
創
刊
六
十

周
年
記
念
号

布
哇
タ
イ
ム
ス
社
、
一
九
五
五
年
）
九
の
一

一
一
頁
。

（

）
ジ
ャ
ッ
ク
・

・
田
坂

ハ
ワ
イ
と
和
歌
山
県
人
」（

太
平
洋
学
会
誌

一
九

八
六
年
九
月
）
六
七
頁
。

（

）
田
子
勝
弥

ハ
ワ
イ
同
胞
の
漁
業
現
況

（
一
九
一
三
年
）（
商
工
歴
史
刊
行
委

員
会
編

虹
の
橋

日
商
工
七

年
史

ホ
ノ
ル
ル
日
本
人
商
工
会
議
所
、
一
九

七

年
所
収
）
一

頁
。

（

）「
ホ
府
日
本
人
職
業
生
活
状
態
」、

日
布
時
事

四

六

号
（
一
九
一
三
年
一

月
一
日
）
記
事
。

（

）
外
務
省
外
交
史
料
館
史
料

（

）

本
邦
漁
業
雑
件

昭
和
一
二
年

六
月
二
八
日

在
ホ
ノ
ル
ル
総
領
事
福
間
豊
吉

布
哇
漁
業
調
査

一
五
頁
。

（

）
日
布
時
事
社
編
輯
局

日
布
時
事
布
哇
年
鑑

（
日
布
時
事
社
、
一
九
二
八
年
）

一

二
頁
お
よ
び
一
八
六
頁
。

（

）
前
掲
注
（

）

の
四
九
九
頁
。

（

）
前
掲
注
（

）

の
四
九
頁
。

（

）
前
掲
注
（

）
一

頁
。

（

）
同
前
。
括
弧
内
は
筆
者
注
。

（

）
日
布
時
事
社
編
輯
局

日
布
時
事
布
哇
年
鑑

（
日
布
時
事
社
、
一
九
二
九
年
）

一

四
頁
。

（

）
前
掲
注
（

）

の
二
二
五
頁
。

（

）
前
掲
注
（

）
九
八
頁
。
お
よ
び
前
掲
注
（

）
一

四
頁
。
ち
な
み
に
、
ハ

ワ
イ
で
は
鮪
も
鰹
も
ツ
ナ
（

）
と
い
う
。

（

）
前
掲
注
（

）
一

五
頁
。



（

）
外
務
省
外
交
史
料
館
史
料

（

）

布
哇
国
ニ
於
ケ
ル
本
邦
移
民
関
係
雑

件

の
う
ち

大
正
一

年
一
月
布
哇
鰹
魚
罐
詰
会
社
へ
日
本
漁
夫
三
十
五
名
輸

入
方
ニ
関
ス
ル
件

。
し
か
し
、
こ
れ
に
関
す
る
以
後
の
記
録
は
見
当
た
ら
な
い
。

（

）
前
掲
注
（

）
九
九
頁
。
お
よ
び
前
掲
注
（

）
一

五
頁
。

（

）
藤
井
秀
五
郎

大
日
本
海
外
移
住
民
史
第
一
編
布
哇

（
海
外
調
査
會
、
一
九
三

七
年
）
中
巻
二
二
頁
。

（

）
前
掲
注
（

）
一

五
頁
。

（

）
近
藤
菊
次
郎

分
類
布
哇
日
本
人
事
業
家
年
鑑

（
事
業
家
年
鑑
社
、
一
九
四

年
）
一
四
一
頁
。

（

）
大
谷
松
治
郎

わ
が
人
と
な
り
足
跡

八
十
年
の
回
顧

（
一
九
七
一
年
）
一
七

四
八
頁
。

（

）
前
掲
注
（

）
五
九
頁
。

（

）
大
久
保
源
一
編

布
哇
日
本
人
発
展
銘
鑑「
防
長
版
」
（
布
哇
商
業
社
、
一
九
四

年
）五
三
頁
。

（

）

ハ
ワ
イ
報
知

一
九
七
八
年
三
月
二
日
記
事
。

上
田
喜
三
郎

ハ
ワ
イ

日
系
人
の
生
活
史

（

太
平
洋
学
会
誌

第
五
五
・
五
六
号
一
九
九
二
年
九

月
）
六
四

六
五
頁
。
な
お
、

上
田
喜
三
郎

ハ
ワ
イ
日
系
人
の
生
活
史

（

太
平
洋
学
会
誌

第
五
七
号
一
九
九
三
年
一
月
）
三
二
頁
に
、
日
本
式
漁
船
は

ハ
ワ
イ
で
サ
ン
パ
ン
と
い
わ
れ
、
小
さ
い
も
の
は
伝
馬
船
か
ら
大
き
い
も
の
は
エ

ン
ジ
ン
の
付
い
た
漁
船
ま
で
示
し
て
い
る
。
中
国
語
で
三
板
、
英
語
で

と
書
き
、
中
国
、
東
南
ア
ジ
ア
の
沿
岸
や
河
川
で
用
い
ら
れ
る
艫
を
櫂
で
漕
ぐ
小

船
の
こ
と
を
い
う
、
と
あ
る
。

（

）
前
掲
注
（

）
一
四
九
頁
。

（

）
前
掲
注
（

）
下
編
六
五
頁
。

（

）
前
掲
注
（

）

の
一
二

頁
。

（

）
前
掲
注
（

）

の
三
六

三
九
頁
。

（

）

上
田
喜
三
郎

ハ
ワ
イ
日
系
人
の
生
活
史

（

太
平
洋
学
会
誌

第
六
一

号
一
九
九
四
年
一
月
）
六
四

六
五
頁
。

上
田
喜
三
郎

ハ
ワ
イ
日
系
人
の
生

活
史

（

太
平
洋
学
会
誌

第
六
二
号
一
九
九
四
年
六
月
）
五

五
一
頁
。

（

）
前
掲
注
（

）
八
頁
。

（

）
前
掲
注
（

）

の
三
九
頁
。

（

）
上
田
喜
三
郎

ハ
ワ
イ
日
系
人
の
生
活
史

（

太
平
洋
学
会
誌

第
五
八
号

一
九
九
三
年
六
月
）
一
七
頁
。

（

）
前
掲
注
（

）
一
四
二

一
四
三
頁
お
よ
び
一
四
八

一
四
九
頁
。

（

）
前
掲
注
（

）
七
八
頁
。

（

）
前
掲
注
（

）
三
一
頁
に
、
大
谷
松
治
郎
が
一
九

八
年
に
来
布
し
た
頃
、
カ

カ
ア
コ
地
区
に
早
く
か
ら
沖
家
室
出
身
者
が
在
留
し
て
い
た
と
述
べ
て
お
り
、
四

七
名
の
名
前
を
列
記
し
て
い
る
。

〔
付
記
〕
こ
の
研
究
の
資
料
収
集
に
あ
た
っ
て
は
、
平
成
一
八

二
一
年
度
科
学
研
究

費
基
盤
研
究

「
日
本
に
お
け
る
エ
ス
ニ
ッ
ク
地
理
学
の
構
築
の
た
め
の
理
論
的
お
よ
び

実
証
的
研
究
」（
研
究
代
表
者

山
下
清
海
・
筑
波
大
学
大
学
院
教
授
）
の
分
担
金
を
使

用
し
た
。


